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■次年度以降の整備スケジュール（案） 

今年度検討結果を踏まえ、次年度以降は計画内容の深度化を図るとともに、本事業における事業方式（従来方式・PPP方式）の検討を行う。ここでは、一般的な従来方式（公設公営方式）及び PPP方式の概要を整理するとと

もに採用した場合の各整備スケジュール（案）を示す。 

 

＜事業方式について＞ 

 

※下記整備スケジュール（案）においては道の駅の新設が前提となっていることから、公設民営（DBO）方式、PFI方式といった施

設整備を含めた方式を採用した場合のスケジュール例を示す。 

＜整備スケジュール案＞ 

 

事業方式 概要 

従来方式 

（公設公営方式） 

設計、建設、維持管理・運営の各業務について、それぞれ個別に公共が仕様書等に基づき民間事業者に発注し、当該

仕様書等に基づき業務を遂行する方式である。 

PPP方式 

（公民連携方式） 

パブリック・プライベート・パートナーシップの略称で、公共と民間事業者が連携して、それぞれの強みを発揮することにより、

最適な公共サービスの提供を実現するとともに、地域の価値や住民満足度の最大化を図る事業の総称である。 

設計・建設等から維持管理・運営までを公共が一括発注する公設民営（DBO）方式、PFI方式のほか、維持管理・運

営に関する PPP方式としては、指定管理者制度、市場化テスト、さらに包括的民間委託、自治体業務のアウトソーシング

等も含まれる。 

なお、本事業では道の駅の施設整備から維持管理運営までの業務を長期にわたり一括契約する公設民営（DBO）方

式、PFI方式等が想定される。 
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